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外資系3社と日本のスタートアップに勤務後、独立。企業
のプロダクト開発支援を行うTably（テーブリー）を創業。
Global Hands-on VC (GHOVC) Founding Partner、クライ
ス＆カンパニー顧問、Adobe Executive Fellow。 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Passion
● Windowsの可能性
● Webの可能性
● ブラウザの再発明
● 災害復興でのIT活用
● …
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本日のお話

開発しているプロダクトが

誰（個人・組織）

を

どんな状態

にするか説明できますか？
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本日のお話

そのプロダクト開発に

人

を

引き込めますか？
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本日のお話

急激な進化を遂げる

AI
をどう取り入れるか

人工知能
AI
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AIについて過去の認識

　悩み１：今後エンジニアの価値が下がるのではないか？

　今日は人が担当している実装の仕事も、やがて陳腐化し、機械に
よって置き換えられるのではないか？ という話をよく聞きます。例え
ば「ＡＩがこのまま進化すれば、ソフトウェアのプログラムはＡＩが
自動生成するようになるだろう」「であれば自社にエンジニアを抱え
る必要がないのではないか」という懸念です。

　Ａ：今は人間にしかできない複雑な要件定義が求められる。

　ＡＩによってプログラムが自動生成されるという未来はいつかは来
るでしょう。筆者が社会人になったばかりの80年代にもそんな話はあ
りました。ただ、それから30年近く経つのに、そんな未来はまだ来て
いません。いつ来るかも分からない未来に期待して、今何もせずにい
ては、デジタル化の流れに乗り遅れて会社が潰れてしまうでしょう。

2019年発売 予想は完全に外れた
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AIについての現在の状況

ソフトウェアファースト 第2版（2024年9月発売）で
は生成AIを含むAI活用について大幅に追記。

ガートナーの戦略的テクノロジートレンドには、「AI
拡張型開発」が言及される。
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一緒に考えていきましょう

生成AIの活用が不可欠となる中で、
人が情熱を持って開発を進めるには？
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Agenda

● プロダクト開発における
生成AIの活用

● 情熱駆動開発

● 情熱 × AI
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プロダクト開発における生成AI活用

急速に活用が進む

● プロダクトマネジメント
● プロジェクトマネジメント
● UXリサーチ＆デザイン
● UIデザイン
● ソフトウェア開発
● 品質確認（ソフトウェアテスト）
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労働市場へのインパクト

GPTs are GPTs: An Early Look at the Labor Market Impact 
Potential of Large Language Models (2023 by OpenAI)

労働市場への影響の早期考察 〜 大規模言語モデルの可能性

● 賃金の高い仕事は、インパクトを受ける
● プログラミングやライティングは、リスクが高い
● 職業として参入障壁が高いものほど、リスクが高い
● 科学やクリティカルシンキングを用いる役割は、リスクが低い
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プロダクト開発における生成AI活用

生成AIの登場により
大きなインパクトを受ける

● プロダクトマネジメント
● プロジェクトマネジメント
● UXリサーチ＆デザイン
● UIデザイン
● ソフトウェア開発
● 品質確認（ソフトウェアテスト）
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プロダクト開発における生成AI活用

ソフトウェア開発（プログラミ
ング）においては、活用しない
という選択肢はない

生成AIの活用も含めて、ソフト
ウェア開発手法・能力となって
いる

● プロダクトマネジメント
● プロジェクトマネジメント
● UXリサーチ＆デザイン
● UIデザイン
● ソフトウェア開発
● 品質確認（ソフトウェアテスト）
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プログラミングを例に、生成AIを再考
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0000: B8 01 00 00 00
0005: 83 C0 01
0008: 89 EB
000A: C3

プログラミングの進化

1+1=2
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0000: B8 01 00 00 00
0005: 83 C0 01
0008: 89 EB
000A: C3

global _start

section .text
_start:
  mov eax, 1
  add eax, 1
  mov ebx, eax
  ret

section .data

プログラミングの進化

1+1=2
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0000: B8 01 00 00 00
0005: 83 C0 01
0008: 89 EB
000A: C3

int main() {
  int a = 1;
  int b = 1;
  int c = a + b;
  return 0;
}

プログラミングの進化

1+1=2
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0000: B8 01 00 00 00
0005: 83 C0 01
0008: 89 EB
000A: C3

int main() {
  int a = 1;
  int b = 1;
  int c = a + b;
  return 0;
}

どんどん人間に易しくなっている

プログラミングの進化

1+1=2
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るプログラ
ムを作って
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0000: B8 01 00 00 00
0005: 83 C0 01
0008: 89 EB
000A: C3

int main() {
  int a = 1;
  int b = 1;
  int c = a + b;
  return 0;
}

1+1を求め
るプログラ
ムを作って

コンピューターに指示を出すことに変わりはな
い。具体的な指示を出そうとすると、今のプロ
グラミングと本質的には同じことをすることに
なる。

プログラミングの進化
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手や算盤、計算尺で計算していたものが電卓にな
り、そして表計算ソフトになったが、算数・数学
は学び続けている

算数・数学をなぜ学ぶのかをヒントにする
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0000: B8 01 00 00 00
0005: 83 C0 01
0008: 89 EB
000A: C3

int main() {
  int a = 1;
  int b = 1;
  int c = a + b;
  return 0;
}

必要ならばバイナリにパッチ

プログラミングの進化

1+1=2
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二極化が進むソフトウェア開発人材の今後

AIに任せられない・任すべきではない仕事をする人材

● 教科書に書かれていること以上の判断が必要となる領域
● 倫理的に人間が作業すべき領域
● AIを積極的に活用するが、あくまでも支援されるのみ

コンピューターに直接指示を出す
（AIが支援）

AIに依頼する
（AIが主導）

AIに任せられる領域を担当する人材

● 従来のプログラミング作業は不要
● コンピューターへの指示はより抽象度の高い（機械からは遠

い）ものとなる
● 従来のソフトウェア開発者の仕事の内容が変わるか、失業
● 従来はソフトウェア開発者でなかった人が参入
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二極化が進むソフトウェア開発人材の今後

コンピューターに直接指示を出す
（AIが支援）

AIに依頼する
（AIが主導）

新卒
エンジニア

シニア
エンジニア
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コンピューターに直接指示を出す
（AIが支援）

AIに依頼する
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新卒
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シニア
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二極化が進むソフトウェア開発人材の今後

コンピューターに直接指示を出す
（AIが支援）

AIに依頼する
（AIが主導）

新卒
エンジニア

シニア
エンジニア

新卒
エンジニア

育成

置き
換え
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シニアエンジニアには一日にしてならず

コンピューターに直接指示を出す
（AIが支援）

AIに依頼する
（AIが主導）

新卒
エンジニア

シニア
エンジニア

新卒
エンジニア

育成

置き
換え

シニアエンジニアは最
初からシニアだったわ

けではない
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プロダクト開発における生成AI活用

● ペルソナ作成
● ユーザーインタビュー

○ ロールプレイ
○ ログ分析

● PRD作成

● プロダクトマネジメント
● プロジェクトマネジメント
● UXリサーチ＆デザイン
● UIデザイン
● ソフトウェア開発
● 品質確認（ソフトウェアテスト）
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プロダクト開発における生成AI活用

Autify Genesis (β)

生成AIによる
テストケース・テストシナリオ

自動生成

プロダクトの仕様書や
機能の設計書

↓
テストケース

↓
テストシナリオ

● プロダクトマネジメント
● プロジェクトマネジメント
● UXリサーチ＆デザイン
● UIデザイン
● ソフトウェア開発
● 品質確認（ソフトウェアテスト）
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一方、生成AI（だけ）では
できないこと
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プロダクトの意思決定

UX

ビジネス

技術

プロダクトを成功に結びつけるに
は、ときにトレードオフも生じるプ
ロダクトの意思決定を行なう必要が
ある。

プロダクトの意思決定には「絶対の
正解」はない。
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プロダクト戦略

戦略とは何をしないかを決めることだ

トレードオフとは、企業がある戦
略を選択する際に他の選択肢を放
棄すること。企業が明確な戦略を
持つためには、何をしないかを決
定することが不可欠

マイケル・ポーター
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同じ寿司店でも…

高級寿司店 回転寿司チェーン
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同じ寿司店でも…

高級寿司店 回転寿司チェーン

効率化・省人化のために機械化をすべきと考えても

● 白米を炊くところや材料を煮るところに機械を使う
● シャリを握るところに機械を使う
● すべてを機械化する

などの選択肢があり、どこまで行うかは店の判断
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避けるべきは
丸投げ
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開発工程と担当領域

企画 仕様 設計 実装 品質
確認

リリース
( 運用 )

事業会社

大手Sler

2次Sler
受託企業

QA専業

運用監視
専業

企画 仕様 設計 実装 品質
確認

リリース
( 運用 )

事業会社

専門家A
( 業界 )

専門家B
( 要素技術 )

専門家C
( QA )

専門家D
( 運用監視 )

従来型 ソフトウェアファースト型
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必要なのは「手の内化」
◯　コア部分を外部委託せず
に、ノウハウを自らの「手の
内」に収める。

◯　コア要素にブラックボッ
クスとなる部分を残さない。

△　内製化を単に進める。
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必要なのは「手の内化」
◯　コア部分を外部委託せず
に、ノウハウを自らの「手の
内」に収める。

◯　コア要素にブラックボッ
クスとなる部分を残さない。

△　内製化を単に進める。

✕　AIにすべて任せる。
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Agenda

● プロダクト開発における
生成AIの活用

● 情熱駆動開発

● 情熱 × AI
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情熱とは

人間の行動のエネルギー源
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動機と情熱

外発的動機付け 内発的動機付け

義務、賞罰、強制などによる動機付け

例）昇進や昇給に必要なので資格を習得

好奇心や関心などによる動機付け

例）ある国や文化を知りたいの
で、外国語を学ぶ

2つの動機付け
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動機と情熱

内発的動機付け

好奇心や関心などによる動機付け

例）ある国や文化を知りたいの
で、外国語を学ぶ

2つの動機付け

情熱
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情熱 動機
（内発的）
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情熱 動機
（内発的）

動機
（外発的）
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情熱 動機
（内発的）

動機
（外発的）
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情熱駆動開発
のすゝめ

Passion Driven Development
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情熱駆動開発

いま、日本に必要なのは「情熱」
✓ 人間の情熱やエネルギー、目的意識を開発プロセ

スの中心に据えよう

✓  技術的な正確さや効率、ビジネスとしての成功だけ
でなく、「なぜ選択するのか」「なぜ実現するのか」
「なぜ作るのか」「何を作るのか」「誰のために作る
のか」といった人間らしい動機やビジョンに焦点を当
てよう

✓ プロダクトの成功には幾多の苦難があるが、苦難を
乗り越えられるのは情熱
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情熱のベクトル

情熱とは本質に向き合うこと

様々な情熱のベクトル

■ 技術
■ 顧客
■ 未来
■ ビジネス
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プロダクトの成功

事業価値の
最大化

顧客価値の
最大化

ビジョンの実現

プロダクトの成功に
は、この３つが等しく
重要

特に、顧客価値とビ
ジョン（未来）への情
熱を強く持つことが必
要
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情熱駆動開発の例

Googleニュースは、
Googleの20%プロジェク
トとして始まった、情熱駆
動開発の一例
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某スタートアップ

Mr.X 「僕はやりたいんだ」

US進出のためのUXリサーチを支援。リサーチの結果、
そのままの計画では失敗しそうなことがわかり、それを
報告したときの、創業者CEOのひとこと
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情熱駆動開発のための組織

✓ 情熱駆動開発のためには、
情熱と情熱のぶつかり合いが不可欠

✓ 情熱が情熱を呼ぶための
組織文化を醸成する

✓ コミュニケーションハブ＆カタリストとしての
マネージャーの役割が重要
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Agenda

● プロダクト開発における
生成AIの活用

● 情熱駆動開発

● 情熱 × AI
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情熱駆動開発の課題

（悪い）プロダクトアウトになってしまう / 独りよがりで進めてしまう

👎 顧客不在

👎 チームメンバーを置き去り

👎 ハラスメントリスク

👎 ビジネス視点なし
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偉そうなことを言っている自分ですが…

初心者向け
プログラミング学習サービス

＊ 現在、顧客・市場から学び、継続して改善中
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某スタートアップのその後の顛末

「僕はやりたいんだ」のMr.X

結果、やはり
うまくいかなかった

Mr.X
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冷静と情熱のあいだ
● 情熱の暴走を阻止する

○ 個人の暴走を阻止する
○ チームの暴走を阻止する
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人間のコミュニケーション

基本的に人間のコミュニケー
ションは面倒くさい

● 意思を伝えられない
○ 伝えにくい
○ 間違って伝わる

● 人間関係への影響
○ 関係性が壊れる
○ 評価が悪くなる
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1. All teams will henceforth expose their data and functionality through 
service interfaces.

2. Teams must communicate with each other through these interfaces.
3. There will be no other form of interprocess communication allowed: no 

direct linking, no direct reads of another team's data store, no 
shared-memory model, no back-doors whatsoever. The only 
communication allowed is via service interface calls over the network.

4. It doesn't matter what technology they use. HTTP, Corba, Pubsub, 
custom protocols --doesn't matter. Bezos doesn't care.

5. All service interfaces, without exception, must be designed from the 
ground up to be externalizable. That is to say, the team must plan and 
design to be able to expose the interface to developers in the outside 
world. No exceptions.

6. Anyone who doesn't do this will be fired.
7. Thank you; have a nice day!

The Bezos Mandate
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1. All teams will henceforth expose their data and functionality through 
service interfaces.

2. Teams must communicate with each other through these interfaces.
3. There will be no other form of interprocess communication allowed: no 

direct linking, no direct reads of another team's data store, no 
shared-memory model, no back-doors whatsoever. The only 
communication allowed is via service interface calls over the network.

4. It doesn't matter what technology they use. HTTP, Corba, Pubsub, 
custom protocols --doesn't matter. Bezos doesn't care.

5. All service interfaces, without exception, must be designed from the 
ground up to be externalizable. That is to say, the team must plan and 
design to be able to expose the interface to developers in the outside 
world. No exceptions.

6. Anyone who doesn't do this will be fired.
7. Thank you; have a nice day!

The Bezos Mandate

1. すべてのチームは今後、サービス・インターフェイ
スを通じてデータや機能を公開することになる。

2. チーム同士は、これらのインターフェイスを通じて
コミュニケーションを取らなければならない。
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失敗談

自
分

_____
____

__
相
手_____

___

チャットにて

自分「きちんと相手に伝わっているか、わからないから、
伝わっていたら、Ack、伝わらなかったら、Nackって返して」

相手「バカにすんな」

人間は機械ではない
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AIによって人間のコミュニケーションを促進する

ChatOps

言う方も言われる方
も嫌なことはボット
に言わせる

● 提出物の催促
● 勤怠管理
● 静的解析結果

の通知

すでに使われている
このボットの用途を
生成AIで拡充する
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生成AIの活用

● 自分自身のメンターとして活用
● 上司・起案者に対する意見の橋

渡しとして活用

● チームに対する外部知見者とし
て活用

● ファシリテーター・モデレー
ターとして活用
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情熱

情
熱
家
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情熱

情
熱
家
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情熱
…コンプラ

イアンスロジック
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情熱がない



©Tably Inc. All Rights Reserved

情熱に火を付ける

情熱とは本質に向き合うこと

● 情熱＝エネルギーの元を注
入する

○ 情報収集
○ 理解
○ 共感
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情熱とは本質に向き合うこと

● 情熱＝エネルギーの元を注
入する

○ 情報収集
○ 理解
○ 共感
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AI活用

AIは人の能力を拡張するもの
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AI活用

AIは人の能力を拡張するもの

どんな方向に拡張するか

どんな方向に進もうとしてい
るのか

人間の意思・情熱が必須

人の
能力

意思
情熱
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情熱を持って開発を進めましょう

情熱が人間の行動のエネルギー源。情熱を持って進めましょう

情熱を持つためにも生成AIを使いましょう

情熱をうまくコントロールするにも生成AIが使えます

人間のコミュニケーションを円滑にするのに生成AIを使えます
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